
放火（疑い含む）1件

その他等
14件

配線器具 2件

火災の主な出火原因

火入れ 3件

　袋井消防本部は、令和４年における管内（袋井市・森町）の火災の概要をまとめました。
　令和４年の火災件数は20件で、前年から７件の減少となりました。
　統計を取り始めた昭和46年以降、最少の火災件数となりました。また、事業所における火災は０件でした。
　これはひとえに皆様の高い防火・防災意識、常日頃からの備えの賜物です。
　引き続き平和な街づくりに、皆様のご協力をお願いいたします。

令和４年中の火災発生件数等
（袋井市森町広域行政組合管内）

火災件数20件（袋井市11件・森町９件）
昨年に比べ７件の減少

救急出動件数3,921件 袋井市3,149件、森町723件、東名７件、
新東名36件、管轄外６件

昨年に比べ519件増加

是非、職場にて回覧・掲示をお願いいたします。 （1）
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（2）

　令和５年1月27日（金）に愛知県名古屋市にある名古屋大学減災連携研究センター 減災館の視察に、
会長・副会長・事務局で参加しました。
　減災連携研究センターは産官学民の社会連携を進めながら減災のための研究・普及・啓発にあたっ
ています。
　名古屋大学減災連携研究センター　富田　孝史　教授より「防御インフラの整備　予測と避難」と
の題目で講演をいただきました。

　この運動は、火災が発生しやすい時季を迎えるに当たり、

火災予防思想の一層の普及を図り、もって火災の発生を防止

し、高齢者等を中心とする死者の発生を減少させるとともに、

財産の損失を防ぐことを目的としています。

　本年に入ってからも新聞やテレビでは、死傷者の出る住宅

火災等が毎日のように報道されています。

　会員事業所におかれましては、春季全国火災予防運動期間

に合わせて、防火教育や消火設備の点検・取扱方法等を訓練

し、職場の防火防災に努めてください。

静岡県西部地区危険物安全協会連絡会
会員・幹事視察研修会

令和４年度  春季全国火災予防運動　３月１日～３月７日



　令和５年２月４日 ( 土 )　袋井消防庁舎・袋井市防災センター３階 研修室にて、防火
デザインポスターコンクール表彰式が開催されました。
　袋井消防本部は、次代を担う世代が、火災予防についての意見や考えを自由な発想
でイメージし表現することを通じ、防火・防災に関する意識及び知識の向上を目的とし
て、管内の中学生・高校生から防火デザインポスターを募集しました。
　袋井保安管理協会も同コンクールに協賛し、大谷　豊会長をはじめとした審査員８名
により、袋井保安管理協会会長賞の選出をしていただき、中学生部門は坪石　莉穂さ
ん、高校生部門は田野尾　愛咲さんが受賞することとなり、お２人には賞状と記念品
を贈呈しました。
　お２人の作品を含め、コンクールで受賞した作品は今後、本協会の会員事業所への
展示を依頼する予定であり、会員事業所の防火・防災意識の向上に役立てて行きます。

（3）

防火デザインポスターコンクール
袋井保安管理協会会長賞表彰

袋井市立袋井中学校

坪石 莉穂 さん
遠江総合高等学校

田野尾 愛咲 さん
つ ぼ い し り 　 お た 　 の 　 お あ い 　さ 

中学生部門 高校生部門






